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１．研究計画の概要 
遷移金属錯体と有機典型金属試薬との反

応により生成するアート型錯体は、負電荷を
有する高配位錯体である。もとの中性錯体と
比べると、アート型錯体の分子軌道エネルギ
ー準位は上昇し、その一般的な性質として、
様々な反応形態で高い電子供与能を示し得
ることが期待される。本研究は、負電荷を有
する遷移金属とアート型錯体形成時に生成
するカウンターカチオン、及び反応基質元素
間の複合的な多元素相乗効果を活用するこ
とにより、新しい反応原理に基づく斬新な触
媒反応系を創出することを目的とする。その
研究計画として、 
(１)アート型錯体の中心金属の高い求核

性を利用するカップリング反応の開発 
(２)アート型錯体に配位したオレフィン

類の求核的活性化を鍵とする炭素－炭素結
合および炭素－ケイ素結合生成反応の開発 
(３)アート型錯体を１電子移動剤として

利用するラジカル反応系の開発 
の３テーマを重点課題として研究を推進し
た。これらの触媒反応は、従来法では実現で
きなかった分子変換手法を提供するもので
あり、生理活性物質や有機電子材料などの優
れた機能を持つ新物質の創製に利用できる
ものと期待される。 
 
２．研究の進捗状況 
一般的なメチレン鎖の構築手法として確

立を目指して検討を行い、安価な塩化銅触媒
と新たなπ炭素配位子として内部アルキン
を添加することにより、塩化アルキルおよび

フッ化アルキルなどの不活性なアルキル化
剤を用いるクロスカップリング反応の開発
に成功し、得られた成果を論文発表した。ま
た、環境調和型新規触媒反応の創出を目指し、
π炭素化合物を添加剤として用いることな
く、πアリル配位子を有する触媒を用いるこ
とにより、クロスカップリング反応が効率よ
く進行すること見出し、得られた成果を論文
発表した。さらに、これらの手法の実用化に
向け、花王（株）で研究所内講演を行い、現
在、１８－メチルイコ酸メチルの製造法の実
用化に向けた検討を行っている。また、直鎖
アルキルベンゼンの合成に関しては、調査コ
ンサルティング会社に本手法の実用性につ
いて調査を行っている。また、本研究を行っ
ていく中で、遷移金属触媒を用いることなく、
有機フッ素化合物と有機アルミニウム試薬
との反応によりクロスカップリング体が得
られることを新たに発見し、さらに、クロス
カップリング反応を利用した新規機能性材
料の開発研究を行ったところ、被覆共役ポリ
マーの効率的合成法の開発に成功し、新たな
研究をスタートさせた。何れの新規の研究項
目においても、連携企業と共同研究契約を新
規に締結し、特許申請を行うとともに実用化
に向けた検討を行っている。 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
当初計画であった項目に関しては、全体的に
前倒しで計画が進んでいる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
現在連携企業である北興化学（株）および



花王（株）と引き続き、技術指導を行い本手
法の実用化に向けた検討を行い、製品化また
は従来法に取って代わるプロセスの確率を
目指す。また、引き続きダイヤリサーチマー
テックに調査依頼を行い、その他の高付加価
値化学製品への合成的利用法の開拓を目指
す。さらに、従来、廃棄物処理が困難とされ
てきた有機フッ素化合物の無害化を兼ねた
有効利用法の開発を目指し、ダイキン工業と
有機フッ素化合物の新規分子変換手法の開
発を行う。また、今回見出した被覆共役ポリ
マーの合成法は、従来法と比べ、より高い被
覆率と溶解性を有するため、化学的安定性が
高く、導電性や蛍光量子収率の向上が期待で
きる。そこで、共同研究先である松下電器産
業と実用的なエレクトロニクス材料の開発
を目指す。さらに、本研究の成果発表を広く
行うとともに、本学の産学連携室やベンチャ
ービジネスラボラトリー等と密接に情報交
換を行い、新たな企業との共同研究契約締結
を試みる。 
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